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１８

皆様の投稿を
  お待ちしております。

　
平
成
15
年
１
月
６
日
（
月
）
仕
事
始
め
の
午
前
９
時
よ
り
理
学
療
法

室
に
て
職
員
一
同
を
集
め
、
梶
浦
理
事
長
、
大
下
園
長
よ
り
、
新
年
に

あ
た
っ
て
の
訓
話
が
行
わ
れ
た
。　
　
　
　
（
要
旨
は
次
の
通
り
で
す
）

理
事
長　

梶
浦
一
郎

　第１８号　　（　）１０

ま
す
。
し
か
も
、
そ
の
中
で
難
し
い
の

は
質
と
効
率
を
考
え
て
、
経
営
が
成
り

立
つ
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大

変
な
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
に
沿
う
こ
と

が
結
局
は
一
番
有
利
な
よ
う
に
な
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
皆
様
（
私

も
含
め
て
）
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に

し
た
発
想
で
、
今
後
改
革
を
進
め
て
い

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
お
知
ら
せ

が
あ
り
ま
す
。
昨
年
末
に
事
務
部
長
を

勤
め
て
い
た
だ
い
た
菅
原
さ
ん
が
退
職

さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
ご
苦
労
様
で
し

た
。
こ
の
場
で
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
。
昨
年
４
月
か
ら
新
た
に
事
務
局

長
と
し
て
井
用
憲
男
さ
ん
に
入
職
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
井
用
さ
ん
は
永
く

大
阪
府
の
環
境
福
祉
部
に
勤
務
さ
れ
て

い
ま
し
て
、
今
後
私
た
ち
と
と
も
に
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
皆
様
よ

ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

以
上
で
、
お
正
月
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

　
平
成
15
年
の
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
、
こ
の
お
正
月

は
如
何
お
過
ご
し
で
し
た
か
。
わ
り
あ
い

長
い
お
休
み
で
し
た
の
で
、
元
気
を
回
復

し
て
本
年
も
頑
張
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
あ
と
に
大

下
園
長
の
お
話
も
あ
り
ま
す
の
で
、
私
は

総
括
的
な
こ
と
を
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
昨
年
は
、
本
園
の
皆
様
、
分
園
の
皆
様

と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
い
ろ
い
ろ

と
ご
苦
労
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
改
め
て
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
残

念
な
こ
と
に
私
が
昨
年
こ
の
場
で
予
測
し

た
こ
と
が
、
あ
ま
り
に

も
見
事
に
適
中
し
ま
し
て
、
と
言
い
ま

し
て
も
悪
い
ほ
う
に
適
中
し
ま
し
て
、

予
想
以
上
に
医
療
費
の
抑
制
が
大
幅
な

も
の
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
事
は
皆
様

も
よ
く
ご
存
知
だ
と
は
思
い
ま
す
。
医

療
費
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
私
た
ち

の
園
と
し
ま
し
て
は
、
皆
様
方
の
ご
努

力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
よ
い
よ
園
の

存
亡
に
か
か
わ
る
も
の
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
世
間
で
は
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、

国
に
も
市
に
も
企
業
に
も
お
金
が
な
く
、

個
人
の
所
得
も
伸
び
ず
、
消
費
も
停
滞

し
て
い
ま
す
。
経
済
活
動
が
停
滞
し
て

い
る
状
態
で
す
。
こ
の
ま
ま
今
ま
で
と

同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
た
の
で
は
、

２
〜
３
年
で
園
は
立
ち
ゆ
か
な
く
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
園
は
子
ど

も
た
ち
の
為
に
も
、
社
会
的
に
も
存
続

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
が

あ
り
ま
す
。
昨
年
、
一
昨
年
も
こ
の
場

で
皆
様
に
お
願
い
し
た
こ
と
を
思
い
出

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
つ

ま
り
、
来
園
し
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち

の
数
を
増
や
し
、
園
を
活
性
化
し
て
い

く
以
外
に
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
は
、
園
長
、
分
園
長
を
中
心
に
し

て
新
た
な
決
意
で
、
し
か
し
今
ま
で
と

違
っ
た
発
想
で
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
存
じ
ま
す
。

　
も
う
言
い
古
さ
れ
た
こ
と
で
す
が
、

数
年
前
か
ら
“
医
療
の
改
革
”
と
言
わ

れ
て
久
し
く
な
り
ま
す
。
そ
の
為
に
す

る
べ
き
事
と
し
て
色
々
言
わ
れ
ま
す
。

結
論
と
し
ま
し
て
は
『
医
療
の
質
の
向

上
』
を
実
現
す
る
た
め
に
『
経
営
の
効

率
化
』
、
こ
の
２
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
相
反

す
る
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実

は
同
じ
こ
と
を
言
い
か
え
た
だ
け
で
す
。

病
院
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
の
向
上
（
病
院

の
広
さ
や
設
備
）
、
質
の
高
い
医
療
技

術
の
上
に
た
っ
た
良
い
接
遇
、
イ
ン
フ

ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
、
セ
カ
ン
ド
オ

ピ
ニ
オ
ン
等
々
、
以
前
の
医
療
で
は
考

え
ら
れ
な
か
っ
た
数
々
の
ハ
ー
ド
面
や

ソ
フ
ト
面
で
の
改
革
が
必
要
と
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
カ
ル
テ
の
開

示
、
第
三
者
評
価
、
地
域
リ
ハ
、
さ
ら

に
は
地
域
生
活
支
援
な
ど
、
数
え
あ
げ

れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ

れ
ら
は
、
全
て
以
前
の
考
え
方
と
正
反

対
の
発
想
か
ら
き
て
い
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
『
治
療
し
て
や
る
』
か
ら
『
治
療

さ
せ
て
も
ら
う
』
、
つ
ま
り
治
療
側
の

都
合
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
ニ
ー

ズ
に
あ
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
入

院
す
る
の
が
嫌
と
い
え
ば
外
来
で
、
そ

れ
も
出
来
な
け
れ
ば
出
掛
け
て
行
く
と
、

そ
こ
ま
で
考
え
な
い
と
こ
れ
か
ら
は
成

り
立
っ
て
い
か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

施
設
の
中
で
ふ
ん
ぞ
り
返
っ
て
、
さ
あ

来
な
さ
い
と
い
う
時
代
は
終
わ
っ
て
い

年
頭
所
感

本
園

ゆ
う
な
ぎ
園

ゆ
う
な
ぎ
園

新
入
職
員
研
修
会
開
催

十
八
名
受
講

▼
火
災
を
出
さ
な
い
の
が
第
一
で
あ
る

の
は
当
然
で
は
あ
る
が
、
火
災
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
時
、
子
ど
も
た
ち
や
職
員

が
素
早
く
火
の
手
か
ら
身
の
安
全
を
守

る
た
め
の
手
順
な
ど
の
具
体
的
な
こ
と

が
わ
か
り
、
日
頃
の
留
意
点
を
学
ぶ
こ

と
が
出
来
た
。

▼
南
大
阪
療
育
園
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

の
、
子
ど
も
に
対
す
る
深
い
愛
情
と
、

そ
の
家
族
の
皆
様
と
と
も
に
頑
張
っ
て

い
こ
う
と
い
う
心
の
あ
り
方
が
、
す
ご

く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

▼
南
大
阪
療
育
園
、
あ
さ
し
お
園
、
ゆ

う
な
ぎ
園
の
設
立
か
ら
歴
史
と
現
在
の

状
況
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
地
域
社

会
で
担
っ
て
い
る
役
割
に
つ
い
て
、
イ

メ
ー
ジ
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▼
当
園
の
療
育
理
念
を
聞
き
、
ど
の
よ

う
な
経
過
で
こ
れ
ま
で
に
至
っ
て
き
た

の
か
を
大
ま
か
に
で
は
あ
る
が
知
る
こ

と
が
出
来
、
今
後
自
分
が
ど
の
よ
う
な

位
置
付
け
で
療
育
に
携
わ
れ
ば
よ
い
の

か
を
、
理
解
す
る
た
め
の
手
が
か
り
に

な
る
と
考
え
ま
す
。

▼
私
は
新
卒
者
で
す
が
、
こ
の
２
日
間

で
社
会
人
と
し
て
自
覚
を
持
つ
こ
と
、

責
任
を
持
つ
こ
と
の
必
要
性
を
実
感
で

き
、
有
意
義
に
研
修
を
終
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

▼
こ
れ
か
ら
療
育
を
す
す
め
て
い
く
中

で
、
常
に
利
用
者
の
立
場
か
ら
の
視
点

を
持
ち
、
謙
虚
な
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

人
と
接
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
心

掛
け
て
い
き
た
い
。

▼
同
じ
新
入
職
員
で
あ
っ
て
も
、
部
署

が
違
う
と
な
か
な
か
交
流
を
持
つ
こ
と

が
難
し
い
中
で
、
研
修
や
懇
親
会
で
交

流
で
き
た
こ
と
は
、
今
後
の
業
務
遂
行

上
大
き
な
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。

本
園 ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告

平
成
14
年
１
月
〜
12
月

　
毎
年
な
が
ら
、
本
園
、
あ
さ
し
お
園
、
ゆ
う
な
ぎ
園
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
に
は
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
長
年
携
わ
っ
て
頂
い
て
い
る
方
、

新
し
い
方
々
に
職
員
一
同
心
か
ら
感
謝
し
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
尚
、
新
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

あ
さ
し
お
園

　
『
整
形
外
科
的
手
術
後
の

　
　
　
脳
性
麻
痺
児
の
粗
大
運
動

機
能
変
化
』

　
　
̶
両
側
腓
腹
筋
腱
及
び
内
側

ハ
ム
ス
ト
リ
ン
グ
ス
延
長

　
　
　
術
後
の
３
症
例
を
通
し
て
̶

横
川　
恵
美
・
他

★
平
成
14
年
11
月
３
日

　
近
畿
作
業
療
法
学
会　
（
滋
賀
県
）

　
『
４
歳
脳
性
麻
痺
児
の

　
　
道
具
操
作
と
こ
と
ば
の
操
作
』

沖
野　
優
子

★
平
成
14
年
11
月
14
〜
15
日

　
東
海
・
北
陸
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
肢
体
不
自
由
児
施
設

　
　
医
療
看
護
部
会　
（
和
歌
山
県
）

　
『
食
事
の
援
助
方
法
の

検
討
と
伝
達
』

菅
野　
吏
加
代

　
【
学
術
論
文
】

★
感
覚
統
合
障
害
研
究
９
巻

『
感
覚
登
録
・
調
整
障
害
を

　
　
持
つ
脳
性
麻
痺
児
に
対
す
る

ア
プ
ロ
ー
チ
』

辻　
　
薫

★
作
業
療
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
36
巻
７
号

　
『
ポ
リ
オ
後
遺
症
と
加
齢
：

　
　
　
発
達
障
害
に
対
す
る

　
　
　
作
業
療
法
と
し
て
の
再
考
』

茂
原　
直
子

★
作
業
療
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
36
巻
12
号

『
脳
性
麻
痺
を
持
つ
子
供
へ
の

　
　
　
お
も
ち
ゃ
の
治
療
的
応
用
』

辻　
　
薫

★
ボ
バ
ー
ス
ジ
ャ
ー
ナ
ル
25
巻
２
号

『
ア
テ
ト
ー
ゼ
型

　
　
　
脳
性
麻
痺
を
持
つ
成
人
に

　
　
　
ど
ん
な
援
助
が
で
き
る
の
か
』

彦
田　
龍
兵

　
『
不
随
意
運
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

生
活
を
広
げ
る
』

坂
野　
幸
江

★
理
学
療
法
19
巻
５
号

『
脳
性
麻
痺
児
が
示
す
機
能
障
害
と

　
　
適
応
行
動
と
し
て
の
代
償
運
動
』

榎
勢　
道
彦
・
他

あ
さ
し
お
園

あ
さ
し
お
園
・
ゆ
う
な
ぎ
園

▼
ゲ
ー
ム
大
会　
（
６
月
30
日
）

《
関
西
学
研
医
療
福
祉
学
院
６
名
、

　
　
大
阪
医
専
１
名
、
計
７
名
》

▼
デ
イ
キ
ャ
ン
プ　
（
９
月
14
日
）

　
《
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
６
名
》

▼
生
活
発
表
会　
（
12
月
１
日
）

《
関
西
学
研
医
療
福
祉
学
院
４
名
、

　
　
大
阪
医
専
１
名
、
神
戸
医
療
福
祉

　
　
専
門
学
校
１
名
、
ゆ
う
な
ぎ
園
OB

　
　
１
名
、
琉
球
大
学
１
名
、
計
８
名
》

　
当
園
へ
の
出
動
要
請
に
応
じ
、
港
消

防
署
よ
り
係
官
が
到
着
後
、
訓
練
を
開

始
し
た
。
避
難
時
の
注
意
事
項
の
再
確

認
が
あ
っ
た
。

▼
大
阪
市
立
小
学
校
長
会

養
護
教
育
部　
　
11
名

▼
鹿
児
島
県
立
皆
与
志
養
護
学
校
２
名

▼
栃
木
県
立
わ
か
く
さ
養
護
学
校
２
名

▼
大
阪
市
立
南
田
辺
小
学
校

18
名

▼
関
西
医
療
技
術
専
門
学
校　
　
１
名

▼
堺
看
護
専
門
学
校

23
名

▼
大
阪
市
立
盲
学
校

２
名

▼
大
阪
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校　
２
名

▼
大
阪
府
立
看
護
大
学

　
　
　
医
療
技
術
短
期
大
学
部　
15
名

▼
北
九
州
保
育
福
祉
専
門
学
校　
51
名

▼
川
西
市
子
ど
も
発
達
療
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
あ
ゆ
み
園

１
名

▼
大
阪
市
中
央
児
童
相
談
所

10
名

▼
大
阪
韓
国
青
年
商
工
会

　
韓
国
小
花
幼
児
再
活
院
職
員　
18
名

▼
国
立
仙
台
病
院
附
属

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院　
１
名

▼
河

医
療
技
術
専
門
学
校　
　
２
名

▼
大
阪
市
立
保
健
専
門
学
校

36
名

▼
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

カ
レ
ッ
ジ
島
根　
１
名

▼
ユ
マ
ニ
テ
ク
医
療
専
門
学
校　
１
名

▼
鹿
児
島
大
学
医
学
部　
　
　
　
１
名

▼
大
阪
府
立
長
吉
高
等
学
校　
　
４
名

▼
高
知
県
歯
科
医
師
会

　
　
　
　
歯
科
保
健
セ
ン
タ
ー　
１
名

▼
国
立
療
養
所
近
畿
中
央
病
院
附
属

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院　
25
名

▼
大
阪
市
立
田
辺
中
学
校　
　
　
９
名

★
第
１
回　

　
　
　
５
月
27
日
午
前
10
時
よ
り

〈
訓
練
内
容
〉

☆
通
報
訓
練
、
避
難
訓
練

（
参
加
人
数
58
名
）

★
第
２
回11

月
18
日
午
前
10
時
よ
り

〈
訓
練
内
容
〉

☆
通
報
訓
練
、
避
難
訓
練
、
人
数
把
握

の
再
確
認
。
梯
子
消
防
車
の
実
演

（
参
加
人
数
69
名
）

平成14年１月～12月園 内 行 事

あさしお園
▼
３
月
20
日　
卒
退
園
式
・
お
別
れ
会

▼
４
月
２
日　
入
園
式

▼
５
月
23
日　
親
子
の
つ
ど
い
（
京
都
競
馬
場
）

▼
７
月
７
日　
１
日
療
育
体
験

▼
７
月
27
日　
サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

▼
３
月
22
日　
卒
園
式

▼
４
月
１
日　
説
明
会

▼
４
月
２
日　
入
園
式

▼
５
月
28
日　
春
の
遠
足

▼
７
月
６
日　
夏
祭
り
（
親
の
会
）

▼
９
月
24
日　
秋
の
遠
足

▼
10
月
20
日　
運
動
会
（
南
田
辺
小
学
校
）

▼
10
月
29
日　
５
歳
児
園
外
保
育

（
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
）

▼
11
月
29
日　
父
親
参
観
（
１
・
２
・
３
歳
）

▼
12
月
12
日　
お
楽
し
み
会

▼
８
月
22
日　
ア
ミ
テ
ィ
舞
洲
（
プ
ー
ル
）

８
月
26
日　
　
　
〃

▼
９
月
30
日　
秋
の
遠
足

（
須
磨
海
浜
水
族
園
）

▼
10
月
20
日　
運
動
会
（
田
中
小
学
校
）

▼
12
月
14
日　
生
活
発
表
会

★
平
成
14
年
２
月
２
日

第
11
回
近
畿
肢
体
不
自
由
児
通
園

　
　
　
施
設
連
盟
療
育
研
究
発
表
大
会

　
『
肢
体
不
自
由
児
通
園
施
設
で
の

光
療
法
の
試
み
』

　
　
̶
睡
眠
リ
ズ
ム
に
課
題
を
も
つ

子
ど
も
に
向
け
て
̶

海
瀬　
一
典

★
平
成
14
年
６
月
28
日

第
44
回
日
本
小
児
神
経
学
会

『
肢
体
不
自
由
児
通
園
施
設
で
の

光
療
法
の
試
み
』

　
　
̶
睡
眠
リ
ズ
ム
に
課
題
を
も
つ

子
ど
も
に
向
け
て
̶

海
瀬　
一
典

　
【
論
文
発
表
】

★
ボ
バ
ー
ス
ジ
ャ
ー
ナ
ル
25
巻
１
号

『
上
部
体
幹
支
持
機
能
付
き

ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
の
試
作
』

　
　
̶
中
等
度
痙
直
型
四
肢
麻
痺
児

へ
の
適
応
̶

西
埜
明
寿
香

▼
あ
さ
し
お
サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

（
７
月
27
日
）

《
近
畿
中
央
病
院
附
属
リ
ハ
ビ
リ
テ

　
　
ー
シ
ョ
ン
学
院
７
名
、
阪
奈
中
央

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

４
名
、
大
阪
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
専
門
学
校
４
名
、
常
磐
会
短
期

大
学
３
名
、
信
愛
女
学
院
短
期
大

学
２
名
、
計
20
名
》

▼
運
動
会　
（
10
月
20
日
）

《
大
阪
教
育
福
祉
専
門
学
校
２
名
、

　
　
阪
奈
中
央
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
専
門
学
校
１
名
、
大
阪
保
健
福
祉

　
　
専
門
学
校
１
名
、
信
愛
女
学
院
短

　
　
期
大
学
１
名
、
常
磐
会
短
期
大
学

　
　
１
名
、
前
日
も
含
め
延
べ
８
名
》

▼
生
活
発
表
会　
（
12
月
14
日
）

《
大
阪
教
育
福
祉
専
門
学
校
２
名
》

▼
保
育
介
助
要
員
と
し
て

夏
季
期
間
中
心
に

《
大
阪
教
育
福
祉
専
門
学
校
５
名
、

　
　
阪
奈
中
央
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
専
門
学
校
１
名
、
大
阪
保
健
福
祉

　
　
専
門
学
校
１
名
、
常
磐
会
短
期
大

　
　
学
１
名
、
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大

　
　
学
１
名
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
レ

イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
大
阪
５
名
、
延

べ
40
名
》

▼
両
親
教
室

《
港
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー

　
　
他
の
紹
介
の
皆
様
、
延
べ
72
名
》

《病棟》
▼３月14日　お楽しみ会

人形劇団『ケロちゃん』の公演鑑賞（北病棟）
▼６月８日　オカリナコンサート（北病棟）

野上圭三さん他２名
大地毋神（ぱちゃまま）によるコンサート
オカリナ・シンセサイザー等３名

▼７月27日　すいか割り（北病棟）

看 護 部

▼10月５日　クッキング大会（合同行事）

▼ お母さんと一緒に「すいか」を
エイッと割ったよ。ほら、上手に
割れているでしょ！！

▼ スタッフがつくおもちをみんなで「ぺったん、ぺったん」と大き
な声で応援しました。はたして上手
くつきあがるのでしょうか？

▲ 今度はお母さんの番！！「お母さん
がんばって～」「そのままエイッと
したら上手くすいかが割れるよ～」

幼児さん、１・２年生、３・４年生５・６年生、中高生のグループにわ
かれてカレーを作りました。（カレーは全体で１つの鍋で作りました）
かくし味にはなんと「チョコレート」も入れました。なかなか良い味
だったようで、おかわりをいっぱいしてくれました。

▼12月14日　おもちつき

▼12月24日　クリスマス会　（北病棟）

▼12月18日　マリアの家の方から絵本を読んで頂きました。

上手くつきあがりまし
た！！ あつあつのおも
ちをお家の人と一緒に
丸めて、食べたよ。
トッピングにはきなこ
砂糖じょうゆ、あんこ，のり  どれもおいしかったよ！！

▼

幼児さん、学童さんは２グ
ループにわかれて出し物を
しました。幼児さんは合唱
と合奏、学童さんは聖歌隊
でクリスマスソングをうた
いました。もう１つの学童
さんのグループは、クリス
マスツリーの飾り作りと飾
りつけをしました。この後、
ベッドに上がってからサンタさんがプレゼントを配ってくれました。

▼

クリスマスの絵本で物語
を読んで頂き、物語にち
なんだ歌をうたって頂き
ました。

▼

ゆうなぎ園

１月18日　たこあげ大会
２月５日　ゆきあそび（六甲山）
３月26日　卒園式
４月３日　入園式
５月15日　春の遠足（服部緑地）
６月１日　幼稚園・保育所交流会
６月20日　港めぐり（大阪港）
６月30日　親子のつどい

（ゲーム大会・両親教室〈ＯＢの体験談〉
９月14日　デイキャンプ（羽衣青少年センター）
10月16日　運動会（八幡屋公園）

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

10月27日　日曜参観（全クラス）
10月30日　秋の遠足（生駒山）
11月９日　合同保育（クッキー作り）
12月１日　生活発表会
12月14日　クリスマス会

（北病棟）

園　

長　

大
下
舜
治

　
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
４
月
の
診
療
報
酬
改

定
に
よ
り
、
全
国
の
肢
体
不
自
由
児
施

設
並
び
に
肢
体
不
自
由
児
通
園
施
設
は
、

経
営
的
に
大
変
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
園
も
例
外
で
は
な
く
、

こ
の
苦
況
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
手
当

の
カ
ッ
ト
や
超
過
勤
務
の
見
直
し
等
に

よ
っ
て
、
や
っ
と
新
年
を
迎
え
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
皆
様
方
の

ご
協
力
の
賜
と
深
く
感
謝
を
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　
正
月
早
々
、
不
愉
快
な
挨
拶
に
な
り

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昨
年
４
月
か

ら
の
９
ヶ
月
間
よ
り
も
、
こ
れ
か
ら
来

年
４
月
ま
で
の
15
ヶ
月
の
ほ
う
が
、
も

っ
と
し
ん
ど
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
皆
様
に
は
、
今
年
も
さ
ら
に

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　
私
が
園
長
に
な
り
、
過
去
に
２
度
経

営
的
な
ピ
ン
チ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

時
は
、
「
経
営
検
討
委
員
会
」
あ
る
い

は
「
拡
大
管
理
職
会
議
」
と
称
す
る
会

議
を
作
り
、
職
員
の
代
表
の
方
々
も
交

え
て
色
々
な
問
題
を
討
議
し
、
改
善
し

て
ど
う
に
か
ピ
ン
チ
を
乗
り
切
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
は
、
診

療
報
酬
の
削
減
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
問
題
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
ま

で
と
は
違
っ
て
思
い
切
っ
た
対
策
を
考

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
会
議
の
名
称
を
ど
う
す
る
か

決
め
て
は
い
ま
せ
ん
が
（
後
日
「
療
育

園
の
あ
り
方
検
討
会
」
に
決
定
）
、
今

月
半
ば
頃
か
ら
会
議
を
始
め
、
こ
れ
か

ら
の
15
ヶ
月
を
ど
う
乗
り
切
る
か
を
皆

様
と
共
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
れ
を
機
会
に
、

こ
れ
ま
で
私
た
ち
が
行
っ
て
き
た
「
脳

性
麻
痺
児
の
療
育
」
を
考
え
直
し
、
多

様
化
し
て
い
る
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
よ
う
な
施
設
に
生
ま
れ
変
る

方
策
も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
過
去
２
回
の
経
営
的
ピ
ン
チ
は
、
南

大
阪
療
育
園
だ
け
の
問
題
を
改
善
す
る

だ
け
で
十
分
に
対
応
出
来
ま
し
た
が
、

今
回
は
「
あ
さ
し
お
園
」
も
含
め
た
形

で
検
討
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

と
申
し
ま
す
の
は
、
今
回
の
診
療
報
酬

改
定
に
よ
っ
て
一
番
大
き
な
影
響
を
受

け
た
の
は
、
肢
体
不
自
由
児
通
園
施
設

で
あ
り
ま
す
。
も
と
も
と
経
営
基
盤
の

弱
い
施
設
な
の
に
、
そ
の
う
え
に
診
療

報
酬
が
削
減
さ
れ
れ
ば
、
運
営
を
継
続

す
る
こ
と
さ
え
も
困
難
に
な
る
の
は
明

白
で
す
。
近
年
、
肢
体
不
自
由
児
通
園

施
設
に
お
け
る
療
育
体
制
は
、
従
来
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の
に
加
え
、
保
育

所
に
通
所
し
て
い
る
肢
体
不
自
由
児
も

通
園
で
き
る
「
並
行
通
園
制
度
」
や
本

来
他
の
障
害
児
施
設
に
通
所
す
べ
き
児
、

例
え
ば
知
的
障
害
児
や
難
聴
児
た
ち
が

肢
体
不
自
由
児
通
園
施
設
に
通
所
せ
ざ

る
を
得
な
い
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
に
支
払
わ
れ
る
措
置
費
と
同
額
が

支
給
さ
れ
る
「
相
互
利
用
制
度
」
等
が

導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
重
症
心

身
障
害
児
・
者
通
所
訓
練
事
業
を
肢
体

不
自
由
児
通
園
施
設
で
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
新
し

い
制
度
の
導
入
も
考
慮
に
入
れ
て
、
園

の
進
む
べ
き
方
向
を
検
討
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
と
に
か
く
こ
れ
か
ら
の
15
ヶ
月
を
無

事
に
乗
り
切
れ
ば
、
現
在
、
肢
体
不
自

由
児
施
設
、
肢
体
不
自
由
児
通
園
施
設

並
び
に
重
症
心
身
障
害
者
児
施
設
な
ど

の
代
表
者
が
厚
生
労
働
省
と
話
し
合
い

を
行
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
来
年
の
４

月
か
ら
は
安
心
し
て
子
ど
も
た
ち
の
療

育
が
行
な
え
る
体
制
が
整
う
も
の
と
期

待
を
し
て
い
ま
す
。

　
年
頭
の
挨
拶
と
し
て
は
、
非
常
に
情

け
な
い
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
皆

様
と
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
る
所
存
で
あ

り
ま
す
か
ら
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

園
児
に
寄
せ
ら
れ
た
温
か
い

　
　
ご
支
援
を
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す

平
成
14
年
１
月
〜
12
月
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

〈
寄
附
金
〉

▼
台
北
百
齢
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
▼
南

田
辺
民
生
委
員
会
▼
日
進
交
通
㈱
▼
吉

本
▼
下
野
勉
▼
西
野
俊
一
▼
南
田
辺
民

生
委
員
児
童
委
員
会
▼
岩
崎
叡
子
▼
東

住
吉
区
民
生
委
員
会
▼
広
江
惇
朗
▼
㈱

シ
ー
・
エ
ム
・
シ
ー

ゆ
う
な
ぎ
園

あ
さ
し
お
園

〈
寄
附
金
〉

▼
港
遊
技
業
組
合
▼
港
区
社
会
福
祉
協

議
会
▼
細
井
雅
之
▼
港
区
民
生
委
員
児

童
委
員
連
盟
▼
あ
さ
し
お
父
母
会

〈
寄
贈
品
〉

▼
カ
ル
ビ
ー
㈱
▼
大
阪
府
玩
具
人
形
問

屋
協
同
組
合
連
合
会
▼
キ
リ
ン
ビ
ー
ル

㈱
▼
大
阪
近
鉄
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
球
団
▼

㈱
島
鉄
工
所
▼
大
阪
近
鉄
バ
フ
ァ
ロ
ー

ズ
中
村
紀
洋
▼
日
本
自
由
同
和
連
盟
▼

大
阪
菓
業
青
年
ク
ラ
ブ
▼
赤
尾
英
子
代

表
▼
「
読
書
の
め
ぐ
み
運
動
」
推
進
本

部
▼
大
日
本
プ
ロ
レ
ス
興
業
㈱
▼
熊
本

県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
▼
㈱
読

売
新
聞
大
阪
本
社

〈
寄
附
金
〉

▼
港
遊
技
業
組
合
▼
港
区
社
会
福
祉
協

議
会
▼
港
区
民
生
委
員
児
童
委
員
連
盟

〈
寄
贈
品
〉

▼
㈱
呉
竹
精
昇
堂
▼
カ
ル
ビ
ー
㈱
▼
大

阪
府
玩
具
人
形
問
屋
協
同
組
合
連
合
会

▼
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
㈱
▼
㈱
島
鉄
工
所
▼

大
阪
近
鉄
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
中
村
紀
洋
▼

大
阪
菓
業
青
年
ク
ラ
ブ
▼
川
西
秀
乃
▼

「
読
書
の
め
ぐ
み
運
動
」
推
進
本
部
▼

日
本
出
版
販
売
㈱
日
販
よ
い
本
い
っ
ぱ

い
文
庫
▼
大
日
本
プ
ロ
レ
ス
興
業
㈱
▼

熊
本
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会

▼
鶴
ケ
丘
駅
構
内
２
ケ
所
の
バ
ギ
ー
置

場
の
整
理
、
整
頓
、
清
掃
を
月
１
回

《
南
田
辺
地
区
民
生
・
児
童
委
員
協

　
　
議
会
婦
人
部
の
皆
様
》

▼
病
棟
シ
ー
ツ
交
換
を

毎
週
火
曜
日
午
前
中

《
近
隣
の
皆
様
、
東
住
吉
区
ボ
ラ
ン

　
　
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー
紹
介
の
皆
様
》

▼
病
棟
用
シ
ー
ツ
・
食
事
用
エ
プ
ロ

ン
・　
車
椅
子
用
股
ベ
ル
ト
の
縫
製

　
《
東
住
吉
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー

ロ
ー
の
ご
紹
介
の
近
隣
の
皆
様
》

▼
夏
休
み
期
間
中　
学
童
・
中
高
生
・

　
Ｏ
Ｂ
の
勉
強
・
遊
び
相
手
と
し
て

（
７
月
22
日
〜
８
月
30
日
）

　
《
名
専
門
学
校
・
大
学
・
大
阪
市
社

　
　
協
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
夏
場
所
」
よ

　
　
り
、
計
28
名
延
べ
111
名
》

▼
２
階
病
棟　
音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
毎
週
木
曜
日
）

８
月
24
日
に

は
　
『
音
楽
を
楽
し
も
う
』
と
保
護
者
参

　
加
の
企
画
も
あ
り
ま
し
た

　
《
桜
井
貴
子
さ
ん
》

▼
訓
練
部　
木
工
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
月
２
回
）

　
《
大
阪
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門

　
　
学
校
・
亀
岡
さ
ん
、
吉
中
さ
ん
》

▼
な
で
し
こ　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
３
月
19
日
〜
29
日
）

　
《
日
本
福
祉
大
学
・
奥
野
さ
ん
》　

▼
通
園　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
９
月
９
日
〜
13
日
）

　
《
村
上
さ
ん
》　

★
平
成
14
年
６
月
29
・
30
日

　
日
本
ボ
バ
ー
ス
研
究
会
研
修
会　
　

　
『
ア
テ
ト
ー
ゼ
型

　
　
　
脳
性
麻
痺
児
を
持
つ

　
　
　
小
学
校
６
年
生
の
運
動
学
習
』

　
　
̶
日
常
生
活
で
の
応
用
と

理
解
に
向
け
て
̶

茂
原　
直
子

　
『
痙
直
型
両
麻
痺
児
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
就
学
援
助
』

　
　
̶
肢
体
不
自
由
児
施
設
と

　
　
　
地
域
通
園
施
設
と
の
連
携
̶

西
脇　
美
佐
子

★
平
成
14
年
７
月
４
日
〜
６
日

日
本
理
学
療
法
士
学
術
大
会

（
静
岡
県
）

　
『
就
学
前
通
園
児
に
対
す
る

　
　
Ｐ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
を
用
い
た
日
常
生
活

　
　
　
活
動
評
価
の
有
用
性
の
検
討
』

西
野　
紀
子
・
他

　
『
整
形
外
科
的
手
術
後
の

　
　
　
脳
性
麻
痺
児
の
粗
大
運
動

能
力
変
化
』

　
　
̶Gross  M

otor  Ability
Estim

ator

を
用
い
た

評
価
の
紹
介
̶

藪
中　
良
彦
・
他

　
『
痙
直
型
脳
性
麻
痺
児
の

　
　
治
療
前
後
に
お
け
る
椅
子

　
　
　
か
ら
の
起
立
動
作
の
変
化
』

米
津　
　
亮

　
『
Ｐ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
を
用
い
た

　
　
　
就
学
前
通
園
児
の

　
　
　
日
常
生
活
活
動
に
お
け
る

能
力
と
障
害
の
分
析
』

榎
勢　
道
彦
・
他

★
平
成
14
年
10
月
14
〜
18
日

全
国
肢
体
不
自
由
児
施
設

　
　
　
　
療
育
研
究
大
会
（
千
葉
県
）

　
『
Ｇ
Ｍ
Ｆ
Ｍ
の

　
　
　
　
実
際
の
応
用
に
つ
い
て
』

　
　
̶
南
大
阪
療
育
園
で
の

取
り
組
み
̶

藪
中　
良
彦
・
他

★
平
成
14
年
９
月
13
日

平
成
14
年
度
近
畿
盲
ろ
う
難
聴
児
施

設
協
議
会
職
員
研
修
会
（
京
都
府
）

『
重
複
障
害
を
伴
う
聴
覚
障
害
児

Ｅ
ち
ゃ
ん
の
指
導
』

　
　
̶
３
年
間
の
取
り
組
み
̶

門
田　
多
恵
子

本
園

〈
診
療
部
〉

★
平
成
14
年
10
月
18
・
19
日

第
19
回
日
本
障
害
者
歯
科
学
会

（
北
海
道
）

　
『
肢
体
不
自
由
児
通
園
施
設
に

　
　
　
お
け
る
歯
科
管
理
に
つ
い
て
』

　
『
第
２
報　
歯
科
診
察
室
を

　
　
　
持
た
な
い
施
設
に
お
け
る

　
　
　
　
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
』

米
花　
佳
代
子

〈
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
〉

★
平
成
14
年
２
月
２
日

第
11
回
近
肢
連
療
育
研
究
大
会

（
大
阪
府
）

　
『
泣
い
て
反
り
返
る
こ
と
で

　
　
　
意
思
表
示
す
る
子
供
に

対
す
る
取
り
組
み
』

伊
澤　
桃
子

★
平
成
14
年
２
月
23
・
24
日

第
13
回
大
阪
府
理
学
療
法
士
学
会

『
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
か
ら
の

　
　
　
小
児
理
学
療
法
へ
の
提
言
』

麻
生
川　
真
里
・
他

　
『
脳
性
ま
ひ
を
持
つ
女
児
へ
の

　
　
就
学
準
備
の
た
め
の
理
学
療
法
』

　
　
̶
神
経
細
胞
集
団
選
択
理
論
の

視
点
か
ら
̶

榎
勢　
道
彦

★
平
成
14
年
５
月
29
日
〜
６
月
１
日

　
日
本
作
業
療
法
学
会
（
広
島
県
）

　
『
公
開
症
例
検
討
会
：
学
童
期
の

　
　
　
　
脳
性
麻
痺
児
の
作
業
療
法
』

辻　
　
薫

本
園

消
防
訓
練
の
実
施

　
平
成
14
年
度
は
自
衛
消
防
訓
練
及
び

研
修
会
を
次
の
通
り
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
実
施
に
当
た
り
、
大
阪
市
東
住
吉

消
防
署
の
ご
協
力
を
得
ま
し
た
こ
と
を

こ
こ
に
感
謝
し
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

★
新
人
職
員
研
修
会

　
　
　
４
月
２
日(

火)

　
「
防
火
の
心
得
」

　
　
　
講
師　
東
住
吉
消
防
署
予
防
係

★
第
39
回
園
内
研
修
会

　
　
　
８
月
10
日(

土)

　
「
社
会
福
祉
施
設
の
防
火
に
つ
い
て
」

　
　
　
講
師　
東
住
吉
消
防
署

消
防
指
令　
高
垣　
正
氏

☆
放
水
訓
練

（
消
火
班
‖
リ
ハ
部
男
子
３
名
）

☆
消
火
訓
練

（
各
部
署
・
外
注
業
者
・
小
学
校

　
　
　
よ
り　
計
16
名
）

★
第
２
回11

月
25
日
午
後
１
時
40
分
よ
り

〈
訓
練
内
容
〉

☆
２
階
病
棟　
夜
間
想
定
の

通
報
、
避
難
誘
導
訓
練

（
参
加
職
員
25
名
・
園
児
10
名
）

★
第
１
回

　
　
　
５
月
13
日
午
後
１
時
45
分
よ
り

〈
訓
練
内
容
〉

☆
北
病
棟　
昼
間
想
定
の

通
報
、
避
難
誘
導
訓
練

（
参
加
職
員
24
名
・
園
児
13
名
）

☆
通
園
部　
避
難
誘
導
訓
練

（
参
加
職
員
10
名
・
園
児
10
名
）

「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

導
入
に
あ
た
り
」

講
師　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

フ
ィ
オ
ー
レ
南
海
生
活
相
談
員

村
田
麻
起
子
氏

特

別

講

演

工
夫
す
る
こ
と
で
回
避
し
た
り
、
幾
つ

か
の
リ
ス
ク
は
事
前
に
潰
す
こ
と
も
で

き
る
の
で
す
。
こ
れ
は
、
療
育
に
お
い

て
も
、
介
護
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が

い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

♣
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は

私
た
ち
は
、
利
用
者
を
ケ
ア
の
側
面

か
ら
は
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
こ
と
に
慣

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
利
用
者
を
リ

ス
ク
の
側
面
か
ら
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る

と
い
う
意
識
に
欠
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
身
体
的
な
障
害
か
ら
く

る
リ
ス
ク
と
、
そ
の
人
特
有
の
危
険
な

行
動
の
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
関
わ
り

の
中
で
個
々
の
ス
タ
ッ
フ
は
あ
る
程
度

気
づ
い
て
い
る
の
に
、
そ
れ
が
情
報
と

し
て
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
。
個
々
の
気

づ
き
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
気

づ
い
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
が
傍
に
い
る
時

は
事
故
を
回
避
で
き
て
も
、
そ
う
で
な

い
ス
タ
ッ
フ
が
関
わ
る
と
事
故
に
繋
が

る
こ
と
が
あ
る
、
こ
の
よ
う
な
個
々
に

も
っ
て
い
る
大
切
な
リ
ス
ク
に
関
す
る

情
報
を
報
告
し
合
う
こ
と
で
ま
と
め
て

い
く
の
が
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
書
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
事
故
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
て

報
告
書
を
提
出
し
て
終
結
で
は
な
く
、

事
故
は
発
生
し
て
報
告
し
て
そ
こ
か
ら

始
ま
る
の
で
す
。
ど
う
し
て
、
事
故
が

発
生
し
た
の
か
を
関
わ
っ
た
ス
タ
ッ
フ

と
利
用
者
の
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
様
々

な
要
因
（
環
境
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
）

に
分
け
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
分
析
な

の
で
す
。
こ
の
作
業
を
し
て
、
要
因
に

対
し
て
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
で
、

次
に
事
故
に
繋
が
る
確
立
を
少
な
く
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
報
告
書
は
決
し

て
始
末
書
、
単
な
る
記
録
で
は
な
く
、

そ
れ
自
体
事
故
予
防
の
ツ
ー
ル
な
の
で

す
。
ス
タ
ッ
フ
の
事
故
報
告
書
に
対
す

る
意
識
を
変
え
る
こ
と
が
、
報
告
す
る

風
土
を
作
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

♣
は
じ
め
に

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
長
い
措
置

の
時
代
に
終
わ
り
を
告
げ
て
、
保
険
財

源
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
介
護
保
険

施
設
と
し
て
位
置
付
け
た
の
が
、
２
０

０
０
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
介
護
保
険

制
度
で
す
。
こ
の
変
化
が
、
実
際
利
用

者
の
生
活
や
関
わ
る
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ

に
ど
れ
だ
け
の
影
響
を
与
え
た
で
し
ょ

う
。
選
べ
る
サ
ー
ビ
ス
、
利
用
者
主
体

の
サ
ー
ビ
ス
と
い
わ
れ
ま
す
。
今
ま

で
、
私
た
ち
の
介
護
の
対
象
者
と
し
て
捉

え
て
い
た
利
用
者
の
生
活
の
主
体
性
に

目
を
向
け
て
、
主
体
的
に
選
ん
で
も
ら

う
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
主
体
的
に
生

活
行
為
を
行
え
る
環
境
を
提
供
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
主

役
は
、
利
用
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

は

♣
環
境
の
力

経
験
的
に
い
え
る
こ
と
が
も
う
１
つ

あ
り
ま
す
。
事
故
を
予
防
す
る
為
に
、

軽
い
危
険
な
椅
子
を
固
定
し
た
り
、
下

腿
長
に
合
わ
な
い
椅
子
や
ベ
ン
チ
の
足

を
切
っ
た
り
、
部
屋
の
備
品
を
利
用
者

の
動
線
を
考
え
て
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て

気
づ
い
た
こ
と
で
す
。
こ
の
作
業
っ

て
、
環
境
設
備
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま

し
た
。
療
育
園
で
の
リ
ハ
ビ
リ
、
施
設

で
の
介
護
で
も
先
ず
環
境
設
備
が
大
切

で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
目
に
見
え
る
環
境
で
す
が
、
目
に
見

え
な
い
環
境
は
、
そ
の
施
設
の
方
針
で

あ
る
と
か
、
理
念
と
か
、
サ
ー
ビ
ス
と

か
、
流
れ
と
か
が
環
境
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

こ
の
２
つ
の
環
境
を
利
用
者
の
生
活
や

ペ
ー
ス
に
近
づ
け
て
い
け
ば
い
く
ほ

ど
、
環
境
が
利
用
者
の
力
を
引
き
出
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
今
一

度
、
園
全
体
を
環
境
と
い
う
切
り
口
で
冷

静
に
見
直
し
て
下
さ
い
。
案
外
、
よ
い

答
え
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

フ
ィ
オ
ー
レ
南
海
で
の
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
へ
の
取
り
組
み
も
こ
れ
か
ら

で
す
。
今
、
１
つ
の
プ
ロ
セ
ス
ゴ
ー
ル

を
通
過
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
新
た
な
問

題
を
抱
か
え
つ
つ
、
次
の
プ
ロ
セ
ス
ゴ

ー
ル
を
目
指
し
て
チ
ー
ム
で
進
ん
で
行

き
ま
す
。
８
月
10
日(

土)

の
私
の
つ
た

な
い
話
を
熱
心
に
聴
い
て
く
だ
さ
っ
た

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
深
く
感
謝
し
、
こ

の
場
を
お
か
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

♣
安
全
か
ら
安
心
へ

ス
タ
ッ
フ
は
、
利
用
者
を
事
故
に
合

わ
せ
た
い
と
は
誰
も
思
わ
な
い
で
し
ょ

う
し
、
利
用
者
も
事
故
に
合
い
た
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
取
り
組
む
こ
と
は
、
利
用
者
だ
け
で

は
な
く
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
を
も
守
る
こ

と
に
な
る
の
で
す
。
誰
か
の
為
に
で
は

な
く
、
自
分
た
ち
自
身
の
療
育
や
介
護

を
安
全
に
提
供
す
る
為
に
、
自
分
の
問

題
と
し
て
取
り
組
む
姿
勢
が
必
要
で

す
。

　
安
全
に
過
ご
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、

療
育
園
で
も
介
護
施
設
で
も
基
本
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
次
に
求
め
る
こ

と
は
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
療
育
園
の
ス
タ
ッ

フ
は
安
心
で
き
る
環
境
作
り
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
悩
ん
だ
り
、
停
滞
す
る
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
過
程
で
様
々
な

気
づ
き
が
あ
る
の
で
す
。
結
果
よ
り
も

取
り
組
む
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
で
す
。
こ

れ
は
、
フ
ィ
オ
ー
レ
南
海
で
、
２
０
０

１
年
２
月
か
ら
介
護
現
場
の
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
、
経
験
的

に
い
え
る
こ
と
で
す
。

▼
岐
阜
県
立
希
望
が
丘
学
園

３
月
５
日
〜
３
月
６
日

PT

１
名

▼
大
阪
自
彊
館
診
療
所

５
月
17
日

１
名

▼
広
島
大
学
医
学
部
保
健
学
科

６
月
３
日
〜
７
月
20
日　
PT
１
名

　
　
６
月
10
日
〜
８
月
2
日　
OT
１
名

▼
行
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

　
　
６
月
３
日
〜
７
月
20

日　
PT
２
名

▼
吉
備
国
際
大
学

６
月
24
日
〜
８
月
３
日　
PT
１
名

▼
高
槻
市
立
療
育
園

８
月
19
日
〜
８
月
30
日　
PT
１
名

▼
大
阪
府
立
看
護
大
学

医
療
技
術
短
期
大
学
部

　
　
８
月
19
日
〜
10
月
１
日　
OT
１
名

　
　
９
月
２
日
〜
10
月
23
日　
PT
１
名

▼
国
立
療
養
所
近
畿
中
央
病
院
附
属

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院

　
　
８
月
19
日
〜
10
月
９
日　
OT
１
名

　
　
11
月
６
・
12
・
20
日　
　

25
名

▼
阪
奈
中
央

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

８
月
20
日　
　
　
　
　
　
OT
１
名

▼
鼓
ヶ
浦
整
肢
学
園

　
　
８
月
26
日
〜
８
月
31
日　
ST
１
名

▼
四
條
畷
学
園
短
期
大
学

　
　
９
月
2
日
〜
９
月
６
日　
OT
１
名

12
月
16
日
〜
12
月
20
日　
OT
１
名

▼
第
一
び
わ
こ
学
園

　
　
９
月
９
日
〜
９
月
20
日　
OT
１
名

▼
京
都
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部

　
　
９
月
2
日
〜
10
月
23
日　
PT
２
名

▼
国
際
協
力
事
業
団

実
習
生
、
研
修
生
の
受
入
状
況

　
　
　
　
平
成
14
年
１
月
〜
12
月

本
園

〈
診
療
部
〉

▼
大
阪
産
業
大
学
附
属

　
　
　
　
歯
科
衛
生
士
学
院
専
門
学
校

　
　
　
５
月
７
日
〜
５
月
30
日　
３
名

　
　
　
６
月
10
日
〜
６
月
28
日　
３
名

▼
行
岡
保
健
衛
生
学
園
専
門
学
校

　
　
　
８
月
２
日

４
名

　
　
　
８
月
５
日

４
名

　
　
　
９
月
２
日
〜
10
月
11
日　
３
名

10
月
15
日
〜
11
月
22
日　
３
名

▼
大
阪
市
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
８
月
20
日
〜
８
月
22
日　
１
名

〈
看
護
部
〉

▼
大
阪
府
立
千
里
看
護
専
門
学
校

　
　
　
１
月
14
日
〜
１
月
15
日　
23
名

　
　
　
１
月
16
日
〜
１
月
17
日　
23
名

〈
給
食
〉

▼
武
庫
川
女
子
大
学

10
月
７
日
〜
10
月
11
日　
2
名

〈
事
務
部
〉

▼
大
阪
府
立
芦
原
高
等

職
業
技
術
専
門
学
校　
　

　
　
　
９
月
９
日
〜
９
月
26
日　
2
名

〈
通
園
部
〉

▼
大
阪
歯
科
大
学

６
月
24
日
〜
６
月
27
日　
１
名

　
　
　
７
月
１
日
〜
７
月
４
日　
１
名

▼
常
磐
会
短
期
大
学

８
月
13
日
〜
８
月
29
日　
３
名

〈
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
〉

▼
大
阪
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

１
月
８
日
〜
１
月
29
日　
OT
６
名

　
　
８
月
５
・
６
・
７
・
８
日
OT

各
４
名11

月
に
４
回

OT
３
名

12
月
に
４
回

OT
３
名

▼
常
磐
会
短
期
大
学

　
　
　
９
月
２
日
〜
９
月
14
日　
２
名

▼
大
阪
教
育
福
祉
専
門
学
校

10
月
28
日
〜
11
月
11
日　
２
名

▼
南
海
福
祉
専
門
学
校

11
月
25
日
〜
12
月
４
日　
２
名

〈
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
〉

▼
近
畿
中
央
病
院

　
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院

２
月
18
日
〜
３
月
７
日　
１
名

６
月
10
日
〜
７
月
31
日　
１
名

７
月
11
日
〜
７
月
12
日　
１
名

▼
河　
医
療
技
術
専
門
学
校

　
　
　
６
月
３
日
〜
７
月
24
日　
１
名

▼
大
阪
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院

８
月
５
日　
３
名

８
月
６
日　
３
名

８
月
７
日　
３
名

▼
阪
奈
中
央

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

８
月
19
日
〜
10
月
11
日　
１
名

▼
清
恵
会
第
二
医
療
専
門
学
院

　
　
　
９
月
２
日
〜
10
月
23

施
設
見
学
の
み
な
さ
ん

　
　
　
　
平
成
14
年
１
月
〜
12
月

本
園

▼
神
戸
総
合
医
療
福
祉
専
門
学
校

２
月
13
日
〜
２
月
19
日　
１
名

▼
花
園
大
学

９
月
２
日
〜
９
月
14

日　
１
名

▼
常
磐
会
短
期
大
学

　
　
　
９
月
２
日
〜
９
月
14
日　
１
名

▼
神
戸
医
療
福
祉
専
門
学
校

９
月
17
日
〜
10
月
４
日　
１
名

▼
大
阪
医
専

10
月
15
日
〜
10
月
26
日　
１
名

ゆ
う
な
ぎ
園

あ
さ
し
お
園

▼
大
阪
市
立
北
津
守
保
育
所

７
名

▼
大
阪
市
立
南
港
光
小
学
校　
　
７
名

▼
大
阪
市
立
茨
田
東
保
育
所　
　
１
名

▼
大
阪
市
立
長
橋
小
学
校　
　
　
５
名

▼
大
阪
市
立
桜
宮
小
学
校　
　
　
５
名

▼
大
阪
市
立
西
淀
川
養
護
学
校　
24
名

▼
生
野
こ
ど
も
の
家

１
名

▼
日
本
へ
レ
ン
ケ
ラ
ー
財
団

　
　
　
　
盲
児
施
設　
平
和
寮　
４
名

▼
大
阪
市
立
光
陽
養
護
学
校　
　
６
名

▼
大
阪
市
立
香
簔
小
学
校　
　
　
１
名

▼
北
港
学
園
保
育
所

３
名

▼
れ
ん
げ
保
育
園

２
名

▼
大
阪
市
立
高
見
小
学
校　
　
　
１
名

▼
大
阪
市
立
鶴
浜
小
学
校　
　
　
３
名

▼
大
阪
市
立
三
先
小
学
校　
　
　
２
名

▼
韓
国
小
花
幼
児
再
活
院

45
名

▼
大
阪
府
立
東
大
阪
養
護
学
校　
１
名

▼
大
阪
市
立
平
尾
小
学
校　
　
　
１
名

▼
大
阪
市
立
保
健
専
門
学
校　
　
１
名

ゆ
う
な
ぎ
園

▼
大
阪
ろ
う
あ
会
館
手
話
教
室　
35
名

▼
堺
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
教
室　
　
　
２
名

▼
大
阪
医
療
福
祉
専
門
学
校

31
名

▼
泉
北
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
教
室

12
名

▼
大
阪
ろ
う
あ
会
館
手
話
教
室　
42
名

▼
寝
屋
川
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
教
室　
14
名

▼
高
槻
市
立
西
大
冠
小
学
校　
　
１
名

▼
大
阪
市
立
泉
尾
北
小
学
校　
　
１
名

▼
大
阪
市
立
三
軒
家
東
小
学
校　
２
名

▼
堺
市
立
東
深
井
小
学
校　
　
　
１
名

▼
羽
曳
野
市
教
育
委
員
会　
　
　
２
名

▼
四
條
畷
学
園
小
学
校　
　
　
　
１
名

大
阪
三
施
設
親
善

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

11
月
16
日
㈯
に
第
26
回
大
会
が
、

南
大
阪
療
育
園
の
当
番
で
、
大
阪

市
立
阪
南
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
阿
倍
野
区
）
に
て
行
わ
れ
た
。

当
日
は
絶
好
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
日

和
で
、
各
チ
ー
ム
優
勝
を
目
指
し

て
、
ま
た
、
友
好
の
場
と
し
て
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
た
。

　
第
１
試
合
は
大
阪
整
肢
が
猛
打

で
大
手
前
を
一
蹴
し
た
。
続
く
第

２
試
合
は
接
戦
の
末
、
大
手
前
が

南
大
阪
の
追
撃
を
か
わ
し
、
１
点

差
で
逃
げ
切
っ
た
。
第
３
試
合
の

大
阪
整
肢
・
南
大
阪
戦
は
、
大
阪

整
肢
が
順
調
に
得
点
を
重
ね
、
危

な
げ
な
く
勝
利
を
物
に
し
、
優
勝

を
遂
げ
た
。

　
選
手
の
皆
様
ご
苦
労
様
で
し
た
。

《
結　
果
》

　
　
大
阪
整　
16 - 

2　
大
手
前

　
　
大
手
前　
6 - 

5　
南
大
阪

　
　
大
阪
整　
９ - 

２　
南
大
阪

《
順　
位
》

　
　
優　
勝　
大
阪
整
肢
学
院

　
　
準
優
勝　
大
手
前
整
肢
学
院

　
　
第
３
位　
南
大
阪
療
育
園

★ボバース講習会
１月７日～３月１日
〈講師〉大下  舜治、西脇美佐子

彦田  龍兵、茂原  直子
辻　  　薫、板谷  昭恵
西野  紀子、海瀬  一典

★脳性麻痺児療育多職種講習会
９月８日・16日・22日・23日
〈講師〉彦田  龍兵、茂原  直子

板谷  昭恵、海瀬  一典
西野  紀子、鶴田ゆかり
松本  茂樹、　田  浩子　
黒澤  淳二

★日本理学療法士協会長期講習会
11月11日～16日
『脳性麻痺児の評価と

理学療法の実際』
〈講師〉西脇美佐子、彦田  龍兵

板谷  昭恵、辻　  　薫
西野  紀子、鶴田ゆかり
藪中  良彦

備
品
整
備
状
況

▼
プ
ー
ル
・
砂
場
・
駐
輪
場
が
整
備
さ

　
れ
ま
し
た
。

▼

施
設
整
備
状
況

あ
さ
し
お
園

ゆ
う
な
ぎ
園

▼

プ
ー
ル
開
き

駐
輪
場
の
利
用
状
況

本
園

　
平
成
14
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
法

人
の
施
設
整
備
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
高
圧
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
入
替
▼
吸
収
式

冷
暖
房
機
修
理
▼
洗
濯
場
乾
燥
機
修
理

▼
ギ
プ
ス
室
・
エ
ア
コ
ン
設
置
▼
厨
房

園
内
研
修
会

　
平
成
14

年
度
の
園
内
研
修
会
が
次
の
と
お
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

‖
第
39
回
‖

▼
８
月
10
日
㈯
（
本
園
・
分
園
合
同
）

《
テ
ー
マ
》

▽
「
社
会
福
祉
施
設
の
防
火
に
つ
い
て
」

講
師　
高
垣　
　
正
氏

▽
「
事
故
防
止
は
、

　
　
　
ひ
や
り
は
っ
と
の
教
訓
か
ら
」

講
師　
村
田
麻
起
子
氏

　
　
（
講
演
内
容
は
４
頁
に
掲
載
）

▽
「
利
用
者
本
位
の
療
育
に
求
め
ら
れ

て
い
る
も
の
と
は
何
か
。

　
　
い
ま
こ
そ
討
論
を

巻
き
起
こ
そ
う
！
」

講
師　
井
用　
憲
男
氏

 

‖
第
40
回
‖

▼
12
月
28
日
㈯
（
本
園
・
分
園
合
同
）

第
39
回
研
修
会
（
事
故
防
止
は
ひ
や

り
は
っ
と
の
教
訓
か
ら
）
を
経
て
、

各
部
署
で
の
実
践
報
告
と
事
故
防
止

委
員
会
か
ら
の
報
告

▽
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
に
お
け

る
医
療
事
故
防
止
へ
の
取
組
み
」

　
　
　
　
〜
現
状
と
課
題
〜

　
　
̶
全
ス
タ
ッ
フ
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
内
容
の
分
類
と
そ
の
資

料
化
、
そ
し
て
こ
の
過
程
を
通
じ

　
　
て
実
施
し
た
研
修
の
報
告
̶

（
リ
ハ
部
）
彦
田　
龍
兵

　
【
概
要
】

▽
「
２
階
病
棟
の
ハ
ー
ド
面
の

取
組
み
を
通
し
て
」

̶
ス
タ
ッ
フ
が
日
頃
気
に
な
っ
て

　
　
　
　
い
た
事
、
は
っ
と
し
て
い
る

　
　
　
　
事
を
予
測
し
、

改
善
へ
の
取
組
み
̶

　
　
　
　
（
２
階
病
棟
）
矢
本　
裕
之

　
【
概
要
】

▽
「
通
園
児
Ｎ
児
の
症
例
報
告
」

̶
母
子
で
の
給
食
時
の

　
　
　
事
故
の
対
応
と
今
後
の
対
策
̶

　
　
　
　
（
ゆ
う
な
ぎ
）
廣
瀬　
宜
礼

　
【
概
要
】

▽
「
事
故
防
止
対
策
委
員
会
の

活
動
と
園
の
あ
り
方
」

　
　
̶
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
は

　
　
　
法
的
責
任
の
回
避
に

　
　
　
あ
た
る
の
で
は
な
く
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
あ
り
方
を

問
い
直
す
も
の
で
あ
る
̶

　
　
　
　
（
事
故
防
止
）
茂
原　
直
子

　
【
概
要
】

　
　
平
成
14
年
度
よ
り
「
医
療
事
故
防

　
　
止
対
策
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。

　
　
本
委
員
会
の
活
動
と
今
後
の
方
向

　
　
に
つ
い
て
の
報
告
。

　
　
　
委
員
会
は
、
利
用
者
が
医
療
・

　
　
福
祉
を
受
け
ら
れ
た
時
点
で
「
安

　
　
全
を
確
保
さ
れ
る
権
利
」
が
発
生

▽
「
給
食
の
安
全
性
と

事
故
防
止
に
向
け
て
」

　
　
̶
提
供
し
て
い
る
食
事
の

安
全
と
環
境
改
善
̶

（
給
食
）
森
本　
明
美

　
【
概
要
】

辻　
薫
さ
ん　
学
会
長
の
重
責
を
果
た
す
！

　
　
̶
第
18
回
大
阪
府
作
業
療
法
学
会

大
成
功
に
終
わ
る
̶

　
午
前
中
の
学
会
参
加
者
は
２
５
２
名
、

午
後
の
公
開
講
演
の
み
の
参
加
者
は
２

４
８
名
で
総
計
５
０
０
名
も
の
参
加
が

あ
り
、
大
阪
府
作
業
療
法
学
会
は
じ
ま

っ
て
以
来
の
大
盛
況
で
し
た
。
と
く
に

公
開
講
演
の
講
師
、
石
井
氏
の
お
話
し

で
は
、
障
害
を
受
け
た
お
子
さ
ん
か
ら

学
ん
だ
こ
と
、
女
性
と
し
て
、
母
親
と

し
て
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
に
期
待
す

る
こ
と
を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た

だ
き
、
多
く
の
方
が
涙
を
流
し
感
動
を

呼
び
ま
し
た
。
当
園
の
作
業
療
法
科
も

総
出
で
託
児
室
の
運
営
を
敢
行
し
、
南

大
阪
療
育
園
あ
さ
し
お
園
を
利
用
さ
れ

て
い
る
子
ど
も
さ
ん
方
を
含
め
た
51
名

の
子
ど
も
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
保
護
者

の
皆
様
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
さ
ん
方

も
楽
し
め
た
学
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
運
営
ス
タ
ッ
フ
も
大
勢
参
加
し
、
ド

ー
ン
セ
ン
タ
ー
各
階
で
多
く
の
作
業
療

法
士
が
連
携
を
取
っ
て
迅
速
に
行
動
し

て
い
る
様
は
、
辻
薫
さ
ん
の
日
頃
の
人

望
の
賜
物
と
し
か
言
い
表
せ
な
い
見
事

な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
辻
薫
さ
ん
、
学
会
長
の
大
役
ご
苦
労

様
で
し
た
。　
　
（
記
・
黒
澤
淳
二
）

　
去
る
10
月
27
日
㈰
、
大
阪
府
立
ド
ー

ン
セ
ン
タ
ー
（
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
）

に
て
、
南
大
阪
療
育
園
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
部
作
業
療
法
科
科
長
辻
薫
さ
ん

の
陣
頭
指
揮
の
も
と
、
第
18
回
大
阪
府

作
業
療
法
学
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
ず
開
会
式
で
、
学
会
長
辻
薫
さ
ん

か
ら
本
学
会
の
テ
ー
マ
「
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
女
性
の
総
合
的
支
援　
作
業

療
法
士
が
つ
く
る
生
活
応
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
に
つ
い
て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

日
々
の
暮
ら
し
や
生
活
を
支
え
る
女
性
、

介
護
者
と
し
て
の
女
性
、
育
児
の
中
心

と
な
る
母
親
と
し
て
の
女
性
な
ど
、
地

域
社
会
に
お
け
る
女
性
に
焦
点
を
あ
て
、

作
業
療
法
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る

総
合
的
支
援
と
し
て
本
テ
ー
マ
を
提
案

し
、
作
業
療
法
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
多
く
の
関
係
団
体
か

ら
ご
挨
拶
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
午
前

中
に
一
般
演
題
６
演
題
、
助
言
者
と
し

て
南
大
阪
療
育
園
外
来
を
利
用
さ
れ
て

い
る
南
光
氏
を
お
迎
え
し
た
指
定
演
題

４
演
題
の
中
で
活
発
な
発
表
と
討
議
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
府
民

公
開
講
演
と
し
て
、
大
阪
府
作
業
療
法

士
会
か
ら
作
業
療
法
の
紹
介
、
そ
し
て

最
後
は
『
ゆ
っ
ぴ
い
の
ば
ん
そ
う
こ
う
』

で
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
石
井
氏
に
よ

る
公
開
講
演
「
や
さ
し
い
街
、
や
さ
し

い
人
」
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
の
濃

い
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

平野養護学校

通 園 部

〈
寄
贈
品
〉

▼
タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト
㈱
▼
日
本
自
由

同
和
連
盟
▼
川
村
義
肢
㈱
▼
泉
州
キ
ワ

ニ
ス
ク
ラ
ブ
▼
カ
ル
ビ
ー
㈱
近
畿
カ
ン

パ
ニ
ー
▼
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
㈱
▼
大
阪
府

玩
具
人
形
問
屋
協
同
組
合
連
合
会
▼
村

井
歯
科
医
院
▼
葛
京
子
▼
相
馬
克
幸
▼

㈲
シ
ョ
ウ
ナ
カ
▼
大
阪
近
鉄
バ
フ
ァ
ロ

ー
ズ
中
村
紀
洋
▼
熊
本
県
経
済
農
業
協

同
組
合
連
合
会
▼
㈱
共
栄
ジ
ャ
パ
ン

▼
ア
ー
ス
製
薬
㈱
▼
穂
積
統
史
▼
南
光

仁
子
▼
古
谷
義
信
▼
碇
眞
知
子
▼
大
阪

菓
子
業
青
年
ク
ラ
ブ
▼
(福)

全
国
心
身
障
害
児
福
祉
財
団
▼
川
西
秀

乃
▼
㈶
日
本
出
版
ク
ラ
ブ
▼
山
本
明
世

▼
パ
イ
オ
ニ
ア
労
働
組
合
関
西
量
販
営

業
所
▼
学
校
図
書
館
に
よ
い
本
い
っ
ぱ

い
運
動
推
進
連
盟
▼
(医)

　
こ
の
度
、
台
北
百
齢
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
（
会
長
曽
博
雅
氏
）
よ
り
運
動
訓

練
器
具
の
贈
呈
を
受
け
た
。

　
３
月
14
日
台
湾
よ
り
来
日
、
関
西
国

際
空
港
よ
り
園
へ
直
行
さ
れ
、
贈
呈
式

が
行
わ
れ
た
。
式
で
は
曽
会
長
か
ら
梶

浦
理
事
長
に
目
録
が
、
梶
浦
理
事
長
か

ら
曽
会
長
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
今
回
台
北
百
齢
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
と
姉
妹
ク
ラ
ブ
関
係
で
あ
る
立

場
で
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
大
阪
大
手
前

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
会
長
臼
井
慶
勝

氏
）
に
も
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

▼

目
録
を
受
取
る
梶
浦
理
事
長

〈
通
園
部
〉

★
平
成
14
年
２
月
２
日

第
11
回
近
畿
肢
体
不
自
由
児
通
園

　
　
　
施
設
連
盟
療
育
研
究
発
表
大
会

（
大
阪
府
）

　
『
「
ご
っ
こ
遊
び
」
を
通
じ

友
達
関
係
を
深
め
る
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
野　
法
子

☆
通
園
部　
避
難
誘
導
訓
練

（
参
加
職
員
10
名
・
園
児
11
名
）

☆
消
火
訓
練

（
各
部
署
・
外
注
業
者
・
小
学
校

　
　
　
よ
り　
計
14
名
）

▼
大
阪
歯
科
大
学

　
　
　
７
月
１
日
〜
７
月
４
日　
１
名

▼
大
阪
保
健
福
祉
専
門
学
校

７
月
15
日
〜
７
月
26
日　
１
名

▼
大
阪
信
愛
女
学
院
短
期
大
学

　
　
　
８
月
１
日
〜
８
月
24
日　
２
名

▼

段
差
の
な
く
な
っ
た
門
扉
付
近

な
い
で
し
ょ
う
か
。
介
護
保
険
は
、
介

護
の
主
役
を
「
介
護
す
る
も
の
」
か
ら

「
介
護
さ
れ
る
も
の
」
「
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
も
の
」
に
移
行
さ
せ
た

と
考
え
ま
す
。

　
そ
の
中
で
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
の
役
割

は
只
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
で
は
な

く
、
利
用
者
の
良
い
と
こ
ろ
（
で
き
る

と
こ
ろ
）
に
目
を
向
け
て
、
そ
の
力
を

最
大
限
に
伸
ば
す
援
助
を
す
る
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
失
っ
た
も
の
で

は
な
く
、
潜
在
し
て
い
る
能
力
を
引
き

出
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
常
に
危
険
と
隣
合

わ
せ
の
援
助
で
す
。
一
つ
間
違
え
ば
、

援
助
す
る
ど
こ
ろ
か
利
用
者
の
生
活
を

変
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
兼
ね
な
い

こ
と
で
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
危
険

で
あ
る
か
ら
と
行
動
を
制
限
し
て
管
理

し
て
い
て
は
向
上
が
望
め
な
い
ど
こ
ろ

か
低
下
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
は
、
あ
る
程
度
の
リ
ス
ク
を

覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
利
用

者
の
生
活
能
力
を
向
上
さ
せ
る
援
助
に

と
も
な
う
リ
ス
ク
を
最
小
限
に
く
い
止

め
て
、
そ
の
効
果
を
最
大
限
に
す
る
こ

と
が
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
人
間
が
生
き
て
い
く
上

で
、
リ
ス
ク
は
ゼ
ロ
に
は
な
り
ま
せ
ん

が
、

あ
さ
し
お
園

業
務
用
冷
蔵
庫
入
替
▼
北
病
棟
プ
レ
イ

ル
ー
ム
・
風
呂
場
脱
衣
室
・
洗
濯
場
エ

ア
コ
ン
修
理
▼
受
水
槽
高
架
水
槽
清
掃

▼
薬
局
分
包
機
入
替
▼
手
術
室
パ
ッ
ケ

ー
ジ
エ
ア
コ
ン
入
替
▼
同
ヘ
パ
フ
ィ
ル

タ
ー
取
付
▼
リ
ハ
部
パ
ソ
コ
ン
室
エ
ア

コ
ン
入
替
▼
門
扉
周
辺
改
修
工
事
▼
通

園
保
育
室
南
側
人
工
芝
張
替
▼
３
階
ト

イ
レ
壁
面
タ
イ
ル
張
替
▼
北
病
棟
ブ
レ

イ
カ
ー
取
替
▼
厨
房
食
器
洗
浄
機
ガ
ス

ブ
ー
ス
タ
ー
修
理
▼
外
来
鍵
付
傘
立
て

設
置

　
保
育
室
前
庭
に
６
ｍ
×
3.5
ｍ
ほ
ど
の

　
大
き
な
プ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
ま
で
の
プ
ー
ル
と
違
い
、
深
さ
も

　
60
㎝
あ
り
、
あ
さ
し
お
・
ゆ
う
な
ぎ

　
園
の
子
ど
も
達
も
の
び
の
び
と
身
体

　
を
動
か
し
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
楽
し
む

　
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
又
、
そ
れ
に

　
と
も
な
い
、
西
側
に
砂
場
、
東
側
に

　
駐
輪
場
が
整
備
さ
れ
、
非
常
時
に
も

　
通
行
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼２月に情報バリアフリー事業関係の「ＶＴＲ
字幕装置一式」を職員室の一部に設置する。
教材の字幕入り歌のビデオを作成している。

　
平
成
14
年
度
に
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
部
で
実
施
し
た
医
療
事

故
防
止
に
関
す
る
研
修
や
活
動
に

つ
い
て
報
告
す
る
。

　
今
ま
で
の
事
故
で
は
、
部
署
あ

る
い
は
個
人
で
の
対
応
で
あ
っ
た

が
、
発
生
の
要
因
や
機
序
が
個
別

の
情
報
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

　
園
の
職
員
と
し
て
意
識
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
、
事
故
を
未
然
に

防
止
し
感
知
す
る
能
力
に
結
び
つ

く
。
個
々
の
経
験
を
共
有
し
報
告

や
研
修
を
通
じ
て
取
り
組
み
を
継

続
す
る
こ
と
も
、
利
用
者
と
の
信

頼
を
構
築
す
る
要
素
と
な
る
。

　
記
録
を
生
か
す
教
育
と
防
止
へ

の
シ
ス
テ
ム
が
職
員
の
資
質
向
上

に
つ
な
が
る
。

　
こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
、
部

内
研
修
と
イ
ン
シ
デ
ン
ト
調
査
報

告
を
実
施
し
た
。

　
こ
の
調
査
か
ら
、
患
者
の
状
態

を
的
確
に
評
価
し
実
際
に
即
し
て

適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
、
環
境

設
備
の
安
全
確
保
が
挙
げ
ら
れ

る
。

　
事
故
報
告
書
を
活
用
し
、
シ
ス

テ
ム
改
善
に
結
び
付
け
て
い
る
。

環
境
設
備
に
は
、
管
理
ノ
ー
ト
の

活
用
、
収
納
場
所
・
管
理
の
計
画

的
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
は
安
全
確
保
と
人
権
尊

重
、
利
用
者
と
の
協
力
関
係
の
構

築
・
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
な

ど
課
題
と
考
え
て
い
る
が
、
人
材

の
育
成
が
重
要
と
考
え
る
。

▽
「
事
故
防
止
に
向
け
て
、

環
境
面
で
の
取
組
み
」

　
　
̶
事
故
防
止
に
向
け
て
、

　
　
　
　
業
務
・
環
境
改
善
の
実
践
̶

（
北
病
棟
）
井
ノ
上
智
世

　
【
概
要
】

　
子
ど
も
が
存
分
に
活
動
し
、
充

実
し
た
入
園
生
活
を
過
ご
せ
る
よ

う
に
、
安
全
で
快
適
な
生
活
空
間

を
提
供
す
る
た
め
の
取
り
組
み
の

一
部
を
紹
介
す
る
。

　
廊
下
に
置
か
れ
る
乗
り
物
・
プ

ロ
ン
ボ
ー
ド
・
Ｐ
Ｃ
Ｗ
や
お
し
ぼ

　
２
階
病
棟
の
安
全
対
策
に
対
す

る
取
り
組
み
を
報
告
す
る
。

　
２
階
病
棟
の
構
造
上
の
特
徴
と

し
て
、
階
段
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

病
棟
内
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
。

又
、
見
え
な
い
部
分
｜
死
角
が
多

く
存
在
す
る
。　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
に
フ
ェ

ン
ス
取
付
な
ど
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
対
策
、
ス
タ
ッ
フ
間
の
声
の
掛

け
合
い
確
認
な
ど
行
っ
て
き
た

が
、

　
事
故
防
止
委
員
会
が
発
足
し
、

ス
タ
ッ
フ
の
考
え
方
・
対
応
・
雰

囲
気
も
利
用
者
中
心
の
業
務
へ
と

意
識
が
向
い
て
き
た
。

　
今
回
は
、
実
際
に
発
生
し
た
事

例
を
通
し
て
、
今
後
の
方
向
性
を

検
討
し
報
告
す
る
。

　
野
菜
の
煮
び
た
し
に
ハ
エ
が
混

入
し
て
い
た
な
ど
の
異
物
混
入
事

故
で
は
、
全
て
の
行
程
を
再
現
・

撮
影
し
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
話
合

い
を
も
っ
た
。
こ
ん
な
こ
と
は
あ

り
得
な
い
と
い
う
思
い
込
み
、
確

認
不
足
等
未
然
に
妨
げ
る
事
ば
か

り
だ
っ
た
。
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
改
善
策
を
講
じ
た
。
ス
タ
ッ
フ

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
他
部

り
台
は
、
空
間
を
狭
く
し
、
歩
行

練
習
・
移
動
の
ス
ム
ー
ズ
な
動
き

の
妨
げ
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
接

触
事
故
を
お
こ
す
危
険
が
あ
っ

た
。
「
乗
り
物
一
覧
調
査
」
を
実
施

し
、
使
用
状
況
を
把
握
し
た
。
か
な

り
の
も
の
が
整
理
で
き
、
廊
下
の

片
側
の
み
の
設
置
が
可
能
に
な
っ

た
。
器
具
の
ス
ト
ッ
パ
ー
を
必
ず
か

け
る
な
ど
の
注
意
を
促
し
、
整
頓

を
心
が
け
て
い
る
。
今
後
は
、
図

書
室
や
病
室
の
物
置
化
の
改
善
が

課
題
で
あ
る
。

　
お
も
ち
ゃ
箱
の
改
善
は
、
安
全

確
保
と
部
屋
を
広
く
し
お
も
ち
ゃ

が
見
や
す
く
、
取
り
出
し
や
す
く

な
っ
た
。

　
子
ど
も
が
病
棟
か
ら
出
て
し
ま

う
こ
と
の
防
止
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

備
品
の
落
下
の
防
止
な
ど
に
も
取

り
組
ん
だ
。

　
事
故
防
止
は
危
険
を
予
測
し
、

環
境
を
整
え
、
子
ど
も
の
個
別
性

や
発
達
課
題
を
把
握
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
ス
タ
ッ
フ
が

そ
れ
を
共
通
に
認
識
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

他
部
署
ス
タ
ッ
フ
と
の
対
応
の
相

違
な
ど
充
分
で
は
な
か
っ
た
。
入

園
児
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
遊
び
場

に
す
る
な
ど
家
庭
で
の
利
用
方
法

と
の
違
い
も
あ
っ
た
。

　
昇
降
ボ
タ
ン
に
、
児
が
操
作
で

き
な
い
よ
う
カ
バ
ー
を
取
り
付
け

て
み
た
。
こ
う
い
っ
た
対
策
に
他

部
署
の
理
解
と
、
入
園
児
へ
の
対

応
を
共
通
に
認
識
し
て
も
ら
い
た

い
。
構
造
上
、
見
通
し
が
非
常
に

悪
く
、
廊
下
で
の
出
会
い
頭
の
事

故
が
起
こ
る
可
能
性
が
高
い
。

ス
タ
ッ
フ
の
安
全
確
認
の
声
の

掛
け
合
い
だ
け
で
な
く
、
曲
が
り

角
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
取
り
つ
け

た
。
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
の
で
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
対
策

は
再
確
認
を
く
り
返
し
、
意
識
を

高
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
他
部
署
と
も
共
通
に
認

識
し
、
対
策
へ
の
再
検
討
も
必
要

で
あ
る
。

署
も
含
め
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
た

ゆ
ま
な
い
業
務
改
善
、
利
用
者
主

体
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
気
持
ち

が
、
楽
し
く
、
お
い
し
い
食
事
を
し

て
も
ら
え
る
基
本
で
あ
る
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

し
、
従
っ
て
職
員
は
安
全
を
確
保
す
る

義
務
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
イ
ン
シ

デ
ン
ト
報
告
で
職
員
が
不
利
益
な
扱
い

を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
す
す
め
て

い
っ
た
。

　
委
員
会
の
活
動
と
し
て
、
各
部
署
か

ら
の
事
故
報
告
情
報
の
共
有
、
部
署
間

で
の
解
決
の
取
り
組
み
、
施
設
環
境
の

整
備
に
と
り
か
か
る
。
そ
の
な
か
で
、

シ
ス
テ
ム
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
問
題
と

し
て
多
方
面
か
ら
の
問
題
解
決
の
方
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
事
故
発
生
に
伴

い
社
会
的
責
任
が
生
じ
、
具
体
的
対
応

の
内
容
や
記
録
は
重
要
な
も
の
に
な

る
。

　
最
近
は
利
用
者
の
満
足
を
は
か
る
方

向
で
リ
ス
ク
管
理
が
行
な
わ
れ
て
お

り
、
主
任
・
副
主
任
が
軸
と
な
り
、
業

務
・
環
境
を
点
検
し
、
課
題
を
み
つ
け

対
策
を
考
案
・
起
案
し
て
施
設
の
指
針

に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
主

任
・
副
主
任
が
中
心
的
役
割
を
果
し
、

全
職
員
が
イ
ン
シ
デ
ン
ト
報
告
で
き
れ

ば
施
設
の
グ
レ
イ
ド
ア
ッ
プ
は
可
能
と

な
る
。

　
園
は
、
日
本
で
は
じ
め
て
脳
性
麻
痺

児
へ
の
早
期
治
療
を
開
始
し
て
お
り
、

高
い
設
立
理
念
が
あ
る
。
利
用
者
に
最

善
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
は
、

職
員
に
と
っ
て
も
安
全
で
働
き
易
い
職

場
つ
く
り
の
基
本
と
も
な
り
、
職
員
人

と
し
て
の
倫
理
の
高
い
環
境
と
な
る
だ

ろ
う
。

　
「
病
院
の
子
ど
も
憲
章
」
は
私
た
ち

の
指
針
と
し
て
共
通
化
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　
３
年
前
に
厚
生
労
働
省
か
ら
発
案
さ

れ
た
「
障
害
児
（
者
）
施
設
の
第
三
者

評
価
基
準
」
に
は
、
人
権
尊
重
と
個
別

支
援
計
画
が
う
た
わ
れ
て
お
り
、
愕
く

程
細
か
く
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
通
知
さ
れ

て
い
る
。
職
員
研
修
や
施
設
整
備
の
義

務
づ
け
な
ど
幅
広
く
導
入
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
。
人
権
感
覚
な
ど
自
己
研
鑽
も

重
要
と
な
っ
て
く
る
。

　
今
後
、
全
園
職
員
が
真
に
利
用
者
に

選
ば
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
委
員
会
も
取
り
組
む
。

　
ゆ
う
な
ぎ
園
で
、
給
食
準
備
中

に
起
き
た
事
故
に
つ
い
て
検
討
し

た
の
で
報
告
す
る
。　

　
保
護
者
に
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
時
に
安
全
管
理
指
導
を
実
施

し
て
い
る
。
給
食
は
園
の
構
造
上
、

お
盆
に
載
せ
て
１
階
か
ら
２
階
に

運
ん
で
い
る
。
そ
の
間
に
子
同
士

の
事
故
が
起
き
た
。

　
事
故
発
生
時
の
職
員
の
対
応
を

総
括
す
る
過
程
で
、
状
況
把
握
の

仕
方
、
保
護
者
へ
の
説
明
、
原
因

究
明
、
子
ど
も
の
特
性
の
評
価
な

ど
今
後
の
参
考
に
な
る
事
柄
が
明

確
に
な
っ
て
き
た
。
職
員
の
安
全

管
理
に
対
す
る
意
識
に
も
変
化
が

見
ら
れ
て
い
る
。
保
護
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
よ
り
図
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

▲ 合同体育（綱引き）

学   習   発   表   会

民
生
委
員
会
が
園
を
見
学

こ
の
度
、
12
月
13
日
に
東
住
吉
区
民

生
委
員
会
が
園
を
見
学
に
来
ら
れ
ま
し

た
。
藤
原
潤
子
区
長
、
山
田
伊
佐
子
福

祉
事
務
所
長
、
岩
崎
叡
子
民
生
委
員
会

会
長
以
下
約
30
名
の
役
員
の
皆
様
で
、

大
下
園
長
の
概
要
説
明
の
あ
と
、
２
班

に
分
か
れ
、
約
１
時
間
園
内
を
見
学
さ

れ
ま
し
た
。 『 なでしこ 』

　　　　業務紹介

「なでしこ」は重症心身障害児(者)通所訓練事業として大阪市の委託を受け、1999年11月から事業を開始しました。
通園による療育により、在宅重症心身障害児(者)の福祉の増進に資することを目的にしています。
　毎日にぎやかにしていますが、今年は２人の方が成人式を迎えられました。幼い頃から大切に育てられ、見事に
大輪の花が咲いたように成長されました。
　園の３階の部屋を使っていますので、今回は「なでしこ」の様子を写真で紹介します。

平野養護学校の先生方も奮闘！

　
平
成
14
年
度
の
新
入
職
員
研
修
会
は

４
月
１
日
か
ら
２
日
間
開
催
し
、
前
年

度
の
中
途
採
用
者
を
含
め
18
名
が
受
講

し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
に
大
阪
市
東
住
吉
消
防

署
よ
り
毎
年
講
師
を
派
遣
し
て
い
た
だ

き
、
「
防
火
の
心
得
」
の
講
義
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
、
ご
協
力
を

得
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
研
修
の
成
果
を
そ
れ
ぞ
れ
の
部

署
で
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
感
想

文
の
一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
い
た
し
ま

す
。

▼
大
き
な
組
織
の
中
で
働
く
自
分
の
立

場
を
十
分
に
理
解
し
、
子
ど
も
を
愛
す

る
気
持
ち
、
利
用
者
の
立
場
で
考
え
る

こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
責
任
あ
る

行
動
を
と
る
よ
う
務
め
て
い
き
た
い
。

▼
職
業
人
と
し
て
の
規
律
や
法
律
の
話

も
含
め
て
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
ど
の

よ
う
に
振
る
舞
う
べ
き
か
、
改
め
て
確

認
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
日
々
の
業
務
に

つ
い
て
し
ま
う
と
意
識
も
し
に
く
い
部

分
で
も
あ
る
の
で
、
入
職
に
際
し
て
い

い
緊
張
感
を
持
た
せ
て
い
た
だ
い
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

▼
学
生
と
い
う
守
ら
れ
て
い
た
世
界
と

は
違
い
、
自
ら
何
事
に
お
い
て
も
責
任

を
持
ち
、
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
変

重
要
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
医
療
従
事
者
と
し
て
、
社
会

人
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

▼
研
修
を
受
講
す
る
中
で
、
知
識
を
知

能
に
変
え
、
現
場
で
実
際
に
働
き
、
使

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
自
分
の
も

の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
自
分
を
常
に
見
つ
め
直
し
、
成
長

し
続
け
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

▼
今
回
の
新
人
職
員
研
修
で
、
社
会
人

と
し
て
こ
れ
か
ら
自
分
自
身
が
ど
う
す

る
べ
き
で
あ
る
か
、
見
つ
め
る
こ
と
が

出
来
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

何
事
も
き
っ
ぱ
り
、
は
っ
き
り
と
言
う

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

を
繰
り
返
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
か
ら

は
仕
事
前
に
ス
ト
レ
ッ
チ
を
心
掛
け
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

▼
リ
ハ
ビ
リ
の
時
間
だ
け
が
リ
ハ
ビ
リ

で
は
な
く
、
食
事
・
排
泄
・
入
浴
・
更

衣
な
ど
、
児
の
日
常
生
活
そ
の
も
の
が

リ
ハ
ビ
リ
な
の
だ
と
感
じ
た
。

▼
防
火
の
心
得
に
つ
い
て
は
、
正
直
最

も
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

が
、
研
修
を
終
え
て
み
る
と
、
い
ざ
と

い
う
時
に
施
設
に
入
所
し
て
い
る
子
ど

も
さ
ん
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
、
ま
た

施
設
自
体
の
た
め
に
も
非
常
に
重
要
な

研
修
で
あ
っ
た
と
わ
か
り
ま
し
た
。

▼
日
々
業
務
を
し
て
い
る
と
、
そ
の
忙

し
さ
や
時
間
の
流
れ
に
初
心
を
忘
れ
が

ち
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
の
研
修
で
、

基
本
に
返
る
こ
と
や
、
私
の
す
べ
き
こ

と
を
振
り
返
り
考
え
る
よ
い
場
と
な
り

ま
し
た
。

▼
親
御
さ
ん
は
不
安
定
に
揺
れ
動
く
複

雑
な
思
い
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
心
に

と
め
た
上
で
、
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が

非
常
に
重
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

▼
ボ
バ
ー
ズ
法
や
肢
体
不
自
由
児
施
設

の
歴
史
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
や
資
料

を
も
と
に
詳
し
く
受
講
で
き
、
さ
ら
に

障
害
児
に
対
す
る
医
療
や
看
護
に
興
味

を
も
ち
ま
し
た
。

▼
腰
痛
に
つ
い
て
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、
質
問
も
し

や
す
く
、
良
か
っ
た
で
す
。
準
備
運
動

や
ス
ト
レ
ッ
チ
も
で
き
ず
に
仕
事
を

し
、
腰
痛
に
な
り
、
ま
た
次
の
日
も
腰
痛

の
ま
ま
仕
事
を
し
、
ひ
ど
く
な

り
・
・
・
・

『
台
北
百
齢
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

よ
り
寄
附
』

平
成
14
年
１
月
〜
12
月

当園で開催された講習会 大阪市立 

南大阪療育園分教室
　今年度、南田辺小学校、田辺中学校それぞれの院内学級から移管され、平野養護学校南大阪療育園分教室
としてスタートしました。初めてのことばかりで、戸惑うことが多いスタートでしたが、児童、生徒の笑顔
に支えられ、また南大阪療育園の協力もあり、何とか１年を迎えようとしています。
　通常の学校といろいろな面で大きく違うところも多いわけですが児童・生徒の多くが治療（リハビリテー
ション）のために入園しており、その中で学校生活を送っています。
学校生活をより楽しく充実したものにするため、いろいろと工夫
を試みました。
　小学部では、中庭で合同体育を実施しました。野球、サッカー、
玉入れや綱引きなど、子どもたちができる範囲で方法をいろい
ろ考え実施しました。ただ、雨天や暑い日、寒い日について
は、むつかしく、短い期間しかできなかったのが残念です。
　また、週１回の朝の集会は、小学部・中学部が一緒になり、
ラブアンドピース集会と名をつけました。集会の歌を歌うこ
とから始まり、各学年、学部の歌の発表があったり、誕生会を
したり、また転出入児童、生徒のお迎え会やお別れ会など、内容
を充実させようと取り組みました。

　そして２月には、そのスペシャル版として学習発表会
を開催し、小学部各学年、中学部の出し物も工夫され、
保護者の方々も非常に楽しみに、また熱心に参観してく
ださり、喜ばれました。
　まだまだ課題は山積みの状態ですが、子どもたちが原
籍校へ戻った時分教室で過ごしたことが楽しい思いでに
なることを願っています。　

教諭　笠松　惠子

平
成
14
年
５
月
１
日
付

で
、
勤
続
20
年
・
10
年
の

表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　
表
彰
状
と
副
賞
の
10
万

円
を
授
与
さ
れ
た
方
は
次

の
通
り
で
す
。

【
受
賞
者
】

《
勤
続
20
年
》

・
大
下　
舜
治

（
診
療
部
医
局
）

・
坂
野　
幸
江

（
リ
ハ
部
）

・
大
垣
奈
々
恵

（
ゆ
う
な
ぎ
園
）

《
勤
続
10
年
》

・
美
延　
幸
保

　
　
　
（
診
療
部
医
局
）

・
藪
中　
良
彦

（
リ
ハ
部
）

・
亀
井　
久
代

（
事
務
部
給
食
）

永 年 勤 続 表 彰

▲食後の語らい
野球やすもうの結果で盛り上がります

▲ビーズ手芸も出来上がりが楽しみです
毎回コツコツと一心不乱に取り組まれます

▲楽しい食事風景
食卓を拭いたり配膳もみんなでされます

▲午後のひととき
パソコンのスイッチもビッグマックで
見事に成功です  文字練習もされています

▲コンピューターゲームもこなされます
はやく始めようと催促もあり　楽しみな時間です

▲文字練習もパソコンではじめます。
ここでもビックマックが大活躍です。

学

会発

表


